
記
者
の
Ｉ

{

IT，

五
十
嵐
朋
子

岡
山
支
局

皿

　
岡
山
市
に
拠
点
を
置
く
国
際
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ム
ダ
）
」

が
今
年
８
月
、
設
立
3
0
年
を
迎
え

た
。
同
市
で
開
業
し
て
い
た
内
科

医
の
菅
波
茂
さ
ん
（
6
7
）
が
創
設
し

た
団
体
は
、
年
間
約
１
億
２
０
０

０
万
円
の
活
動
資
金
を
ほ
ぼ
寄
付

だ
け
で
賄
い
、
世
界
に
広
が
る
医

師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
災

害
地
や
紛
争
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
や
支

援
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
が

持
つ
「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
地

方
に
在
り
な
が
ら
多
く
の
協
力
者

を
得
て
佳
作
の
舞
台
で
長
年
活
動

で
き
た
秘
訣
は
、
そ
う
し
た
「
善

意
」
に
対
す
る
信
頼
感
だ
と
感
じ

た
。人

脈
地
道
に
築
き

柔
軟
に
目
的
遂
行

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
設
立
当
初
の
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
の
英
語

表
記
の
頭
文
字
。
２
０
０
１
年
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
機
に
正
式
名
称

［
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
3
0
周
年
】

の連鎖力－
ｊ誰かのために

Γ
－

に
し
た
。
災
害
や
紛
争
の
起
き
た

地
域
へ
医
師
や
看
護
師
か
ら
な
る

医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
な
ど
し

て
い
る
。
災
害
な
ら
発
生
か
ら
原

則
7
2
時
間
以
内
。
「
救
え
る
命
が
あ

れ
ば
ど
こ
へ
で
も
」
を
信
念
に
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
難
民
支
援
（
１
９

９
９
年
）
や
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

・
イ
ン
ド
洋
犬
津
波
（
0
4
年
）
、
ハ
イ

チ
地
震
（
1
0
年
）
な
ど
約
6
5
力
国
へ

支
援
に
入
り
、
１
６
０
を
超
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
手
掛
け
た
。
紛
争
地

で
は
、
対
立
す
る
民
族
間
に
平
等

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
融
和
の
糸
口
を
探
る
な
ど
、

平
和
構
築
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

　
職
員
は
十
数
入
。
医
師
は
荒
波

さ
ん
し
か
お
ら
ず
、
派
遣
さ
れ
る

医
療
チ
ー
ム
は
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
「
海
外
支
部
」
と
し
て
協

力
し
て
い
る
世
界
3
0
力
国
の
医
師

た
ち
で
成
り
立
つ
。
菅
波
さ
ん
が

7
9
年
、
難
民
支
援
を
志
し
て
医
学

生
２
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た

際
、
受
け
皿
が
な
く
活
動
で
き
な

か
っ
た
経
験
が
原
点
。
「
受
け
皿

が
な
い
な
ら
作
れ
ば
い
い
」
と
、

翌
8
0
年
か
ら
ア
ジ
ア
の
医
学
生
が

交
流
す
る
国
際
会
議
を
開
き
、
地

道
に
人
脈
を
築
い
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
素
地
に
加
え
、
協
力

態
勢
を
維
持
し
、
活
動
を
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
背
景
に
あ
る
の
が
、

対
応
の
柔
軟
さ
と
職
員
間
や
支
援

者
ら
へ
の
信
頼
感
だ
。

　
　
「
人
命
救
助
」
と
い
う
最
大
の

目
的
を
達
成
で
き
る
な
ら
手
段
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
昨
年
Ｈ
月
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
を
襲
っ
た
台
風

3
0
号
で
は
、
移
動
や
輸
送
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
軍
の
協
力
を
得
た
。
通
訳

な
ど
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
協
力
す
る
在

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
東
北
支
援
の
一
環
と
し
て
開
い
た

　
「
第
７
回
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
－
１
大
会
」
＝
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
７
月
、
五
十
嵐
朋
子
撮
影

日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

女
性
の
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
の
親
戚
に

軍
関
係
者
が
い
た

緑
だ
と
い
う
。

　
「
軍
」
と
聞
い
て

驚
く
私
に
、
成
沢

貴
子
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理

事
長
（
5
6
）
は
「
軍

隊
は
災
害
地
で
の

活
動
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
。
協
力
す

れ
ば
支
援
の
効
率
が
上
が
る
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
関
係
な
い
」
と
説

明
し
た
。

同
じ
志
の
人
を

心
底
信
頼
し
て

　
そ
し
て
同
じ
目
的
を
持
つ
人
々

を
心
底
信
頼
す
る
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
３
年
間
滞
在
し
、

復
興
支
援
事
業
を
統
括
し
た
職

員
、
大
政
朋
子
さ
ん
（
4
2
）
が
好
例

だ
。
震
災
前
、
国
際
協
力
を
研
究

す
る
大
学
院
生
だ
っ
た
大
政
さ
ん

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
訪
れ
て
い
た
。
震
災
が
発
生

し
た
Ｈ
年
３
月
‥
呂
「
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
メ
ー
ル
で
尋
ね
る
と
即
、
東
北

行
き
を
頼
ま
れ
た
。
約
１
週
間
の

活
動
で
大
政
さ
ん
は
被
災
地
へ
の

思
い
を
強
く
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
就

職
。
そ
の
ま
ま
東
北
で
の
復
興
支

援
事
業
の
統
括
を
任
さ
れ
た
。

　
大
震
災
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
療
分

野
以
外
で
も
貢
献
し
た
。
大
政
さ

ん
が
発
案
し
た
「
復
興
グ
ル
メ
Ｆ

－
Ｉ
大
会
」
は
昨
年
１
月
か
ら
７

回
開
か
れ
た
。
被
災
３
県
か
ら
出

店
者
を
募
る
食
の
催
し
で
、
「
被

災
し
た
地
域
同
士
で
つ
な
が
り
を

持
て
る
」
と
支
持
を
得
て
い
る
。

大
政
さ
ん
は
「
医
療
に
間
す
る
こ

と
し
か
す
る
な
、
と
言
わ
れ
て
い

た
ら
で
き
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
　
「
誰
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た

い
気
持
ち
が
あ
る
」
と
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
掲
げ
る
「
人
道
援
助
の
三

原
則
」
に
あ
る
言
葉
だ
。
国
運
機

関
で
働
い
た
経
験
を
も
つ
本
部
職

員
の
ニ
テ
ィ
ア
ン
・
ビ
上
フ
バ
グ

さ
ん
（
4
6
）
＝
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
、

オ
ト
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
＝
は
「
国

運
で
の
仕
事
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
手
掛
け

た
病
院
建
設
事
業
で
は
現
地
の
人

と
一
緒
に
働
い
て
い
る
実
感
が
薄

か
っ
た
が
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
仕
事

は
人
の
心
を
大
切
に
し
て
い
る
」

と
感
じ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
私
自
身
、
今
年
７
月
に
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
あ
っ
た
「
復
興
グ

ル
メ
Ｆ
－
Ｉ
大
会
」
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
会
場
設
営

な
ど
を
手
伝
っ
た
。
短
時
間
で
も

被
災
者
と
一
緒
に
働
く
こ
と
に
よ

り
、
「
あ
な
た
に
も
、
で
き
る
こ

と
が
あ
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
た
気
が
し
た
。

　
ア
ジ
ア
の
諸
団
体
と
の
関
係
を

よ
り
深
め
よ
う
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

７
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
に
日
本
人
職
員
が
常
駐

す
る
初
の
海
外
事
務
所
を
開
設
し

た
。
一
方
で
成
沢
さ
ん
は
「
国
際

貢
献
と
か
大
そ
れ
た
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
」
と
話
し
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な
ど
足
元

も
見
つ
め
る
。
「
誰
か
の
役
に
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
連
鎖
で
世

界
は
も
っ
と
平
和
で
豊
か
に
な
る

の
で
は
ー
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動

に
そ
ん
な
期
待
を
抱
く
人
々
が
、

こ
の
組
織
を
3
0
年
も
支
え
、
こ
れ

か
ら
も
支
え
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
４
'
‐
０
・
９
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